
企
部
古
就
志
巻
廿
二

，、

叡

津

不

守

怠
れ
ば
何
れ
も
同
越
し
犀
川
へ
尚
で
、
中
村
の
淵
に
て
水
を
あ
び
、

未
の
刻
K
錦
ら
る
。
法
結
寺
町
は
・
共
の
時
分
い
ま
だ
川
除
に
て
・

共
の
外
虻
は
家
も
左
く
・
皆
河
原
な
り
け
り
o
宮
岡
右
衛
門
佑
の
前

を
見
る
に
、
利
長
卿
陀
奉
仕
せ
る
板
津
了
市
の
次

mKて
.
利
常
卿

陀
奉
仕
せ
る
板
津
八
兵
衛
の
兄
な
り
。
時
剛
士
系
婚
に
は
‘
板
津
検
校

へ
人
を
逝
し
呼
び
寄
せ
ら
れ
‘
夕
飯
も
念
吉
申
付
け
ら
れ
、
仮
後
に

は
防
般
公
十
日
を
脇
は
り
‘
延
筑
七
年
夜
す
と
あ
り
。
さ
れ
ば
越
後

山
の
下
陀
て
、
官
附
右
衛
門
が
鍵
と
夢
中
に
封
話
せ
し
も
、
延
笈
年

中
の
柑
舶
な
る
べ
し
。
立
a

保
鍬
陀
、
板
律
検
校
は
政
務
に
も
長
じ
、市出

歌
も
能
く
す
o
小
松
の
能
順
も
若
宮
頃
指
南
主
的向
け
た
り
と
見
h
・

ま
っ
さ
き
立
ち
て
夢
花
見
ゆ
ら
ん

な
る
橋
ま
で
山
づ
る
附
は
侍
町
な
り
。
川
除
の
際
に
坂
部
次
郎
兵

街
、
共
の
次
に
水
野
小
兵
術
‘山
地
川
の
際
陀
村
湖
九
右
衛
門
也
。
坂

部
次
郎
兵
街

向
陀
内
藤
助
右
衛
門
、
共
の
次
に
外
科
の
不
乱
坊
・

村
mm丸
宕
術
門

向
陀
辻
助
左
街
門
と
不
乱
坊
と
の
間
に
桜
井
清
宕

街
門
‘的
地
川
を
越
え
て
栃
際
陀
松
江
次
郎
兵
衛
・
向
は
糾
戸
政
人

也
。
惣
格
の
方
は
桜
聞
編
五
兵
衛
・
山
本
治
部
向
は
牛
回
五
郎
占
有
術

新
制
叫
百
人
一
首
K
、

法
の
水
す
め
る
心
の
た
の
し
み
や

右
綬
津
不
守
一

一は
板
津
検
校
と
同
人
民
て
‘
此
の
歌
若
し
く
は
官
回

登
記
に
云
ふ
。
究
北
七
年
六
月
下
旬
の
認
な
る
に
、
前
回
孫
四
郎

門、

如
v
此
民
有
り
け
る

K
・
肥
後
段
、
鬼
川
の
橋
ぎ
は
へ
何
れ
も

悶
道
し
行
懸
り
け
る
出
屈
に
‘
村
瀬
九
右
衛
門
惣
額
四
郎
右
街
門、

坂
部
次
郎
兵
街
惣
傾
市
郎
本
衛
門、

雨
人
連
れ
て
鬼
川
の
橋
へ
行

懸
担
、
坂
部
市
郎
右
街
門
橋
爪
へ
渡
り
懸
り
・
肥
後
段
も
渡
り
懸

り、

橋
の
良
中
陀
て
鞘
と
さ
や
と
は
っ
し
と
岱
る。

肥
後
殿
扇
子
を

布
術
門
が
都
を
よ
め
る
な
ら
ん
か
。

O
鬼
川
之
橋
爪
喧
嘩
偶
語

殿
御
子
息
肥
後
殴
は
、
利
出
家
卿
の
御
孫
に
て
・
双
ぴ
な
き
御
一
門
中

に
も
・
殊
陀
銭
敬
せ
ら
れ
け
り
。
い
ま
だ
若
年
の
時
分
な
れ
ば
.
ち

ゃ
ん
ふ
諺
布
術
門

間
品
又
八
は
捌
よ
り
龍
越
し
・
笠
時
分
に
成
り

て
、
石
黒
稿
左
街
門

一
柳
戸
加
助
桑
鳩
山
脇
右
街
門
兄
の
治
右
街
門
方

取
直
し
、
市
郎
右
衛
門
の
屑
を
ひ
し
と
せ
が
れ
め
と
て
打
た
れ
け
れ

ば
‘
市
郎
右
街
門
刀
を
抜
き
・
心
得
た
り
と
云
ム
底

E
・
石
黒
椛
左

街
門
市
郎
右
術
門
の
後
を
か
き
抱
吉
、
橋
よ
り
道
へ
抑
し
ゐ
る
す
。
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